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大熊町ゼロカーボン推進課

―災害時のレジリエンスと平時の脱炭素化を目指す―
ゼロカーボンによる広域防災連携の推進

説明資料

関係各位のみなさま
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■2022年の世界の平均気温の基準値※1からの偏差は+0.30℃
※1 1991〜2020年の30年平均値 ※2 陸上のみ[陸域における地表付近の気温のみ]

■1880年の統計開始以降、7番目に高い値 [❶2020年+0.55℃❷2016年+0.51℃

■世界の年平均気温は、様々な変動を繰り返しながら上昇
■長期的には100年あたり0.87℃の割合で上昇

気候変動による影響[世界の年平均気温偏差]
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国土の1/3が洪水に見舞われたパキスタンカラチ[出展:All About News]

世界の主な異常気象・気象災害

オーストラリア東部ニューサウスウェールズ州の大規模森林火災2019年11月09日[出展：ＡＦＰ時事] ４



気候変動による影響[日本の年平均気温偏差]
■2022年の日本の平均気温の基準値※1からの偏差は+0.60℃
※1 1991〜2020年の30年平均値 ※2 陸上のみ[陸域における地表付近の気温のみ]

■1898年の統計開始以降、4番目に高い値 [❶2020年+0.65℃❷2019年+0.62℃]

■日本の年平均気温は、様々な変動を繰り返しながら上昇
■長期的には100年あたり1.30℃の割合で上昇、特に1990年代以降頻出
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日本の異常気象・気象災害
[2020年６月の最高気温【出展：ウェザーマップ】]

【2019年東日本台風による浸水被害[郡山市]【出展：陰山建設㈱】】

[2020年12月の大雪による立ち往生【提供：:NEXCO東日本】]

６



大熊町役場庁舎再エネシステム整備事業

庁舎太陽光発電パネル

システム [2021福島県自家消費型再エネ設備導入補助活用(一部)]

□太陽光発電設備 154.56kw[345wx448]
□蓄電池 215kwh
□急速充電器 1基30kw
□V2X充放電器 3基三相10kw
□Ｅ.Ｍ.Ｓ.[Energy Management System]

データ収集・監視等
□事業費 139,700千円[EV除く。]

急速充電器 30kw

充放電器 10kwx3基

事業概要

給電能力62kWh/航続距離550km

蓄電池 215kwh
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遠隔監視
（上位システム）

インターネット
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EV
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充給電

太陽光パネル:154kW
系統電力

自家消費

非常時にはEVや
FCV・PHVから

電力供給

災害時レジリエント＋平時自家消費

大熊町役場庁舎再エネシステム概要
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ゼロカーボンによる広域防災連携の推進

■近年、アジア各地で相次ぐ洪水、北極の氷の融解、米国カリフォルニアや
オーストラリアでの森林火災等の異常気象は、毎年のように報告され、地球
温暖化の要因である温室効果ガスの排出削減の取り組みは、世界的な喫緊の
重要課題。
■日本でも、時間雨量100mmを超える降水量やスーパー台風の上陸等、災
害の激甚化・広域化が顕著となっており、地域防災においては近隣市町村と
の防災連携だけでなく、広域による防災連携の必要性。

■太陽光発電や蓄電池等の再エネ設備の導入に加え、ZEV普及促進と充放電
設備等の多拠点化・ﾈｯﾄﾜｰｸ化により地域、自治体等を超えた広域防災ﾈｯﾄﾜｰｸ
の構築により災害時のﾚｼﾞﾘｴﾝｽ強化・ゼロカーボンの実現を図る。

⇒ ▽平時は、再エネ、EV&蓄電池の活用によりCO2排出削減
⇒  ▽災害時は、再エネとZEV（FCV含む）により電力融通

近 況

趣 旨

手 法

■県内等の賛同自治体・民間企業等による協議の場である推進会議の設立

■広域防災連携協定締結 ・ｾﾞﾛｶｰﾎﾞﾝの実現に向けた取り組みの加速化

９



民間企業 地方自治体

個人
《補助制度等利用者》

インフラ事業者
《水素St.等エネSt.》

販売店協会
《カーディーラー》

支援機関等
《研究機関/国・県等》

推進会議構築イメージ

各種メーカー等
《EV/PHEV/FCV》
《再エネ機器等》

個人
《有識者》

事務局：大熊町ｾﾞﾛｶｰﾎﾞﾝ推進課

推進会議
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FCV(燃料電池車）

ZEVグリッド

FCV等＝動く蓄電池

給電能力：60kWh
航続距離：850km

FH２R再エネ水素

H2
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旅館米屋
須賀川市

新協地水㈱
郡山市

㈱F&P
仙台市

福島市

給電能力：60kWh
航続距離：450km

郡山南ｴﾈSt.[水素St.]

EV(電気自動車）

ネットワーク構築イメージ

㈱伊達重機水素St.

いわき鹿島水素St.■環境配慮とレジリエンスに取り組む県内等の
自治体・民間企業
■EV・FCV等のメーカーやディーラー等
■水素ステーション設置運営事業者
■再エネ設備機器メーカーや販売店等
■趣旨に賛同するユーザー 他

連携候補

南相馬市

白河市

会津若松市

本宮市

福島ミドリ安全㈱
いわき市

福島県自動車販売店協会
加盟ディーラー

大熊町

いわき市

田村市
郡山市



推進会議会員候補
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地方自治体 インフラ事業者

民間事業者 支援機関等



(仮称)ゼロカーボンによる広域防災連携推進会議設立総会

■開催日時：2023年10月28日(土)10時30分～
※同時開催：ゼロカーボンフェスティバル2023 11時～16時

■開催場所：大熊町役場２階大会議室及び役場前広場ステージ
■総会次第

１ 開 会
２ 挨 拶
３ 議 事

推進会議の設立について
会長・副会長選出
その他

４ 基調講演
演題：ゼロカーボンと次世代自動車と防災
講師：国立研究開発法人 産業技術総合研究所

研究戦略企画部次長 古谷 博秀 氏
５ その他
６ 閉 会
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基調講演

講師プロフィール

演題：ゼロカーボンと次世代自動車と防災
講師：古谷 博秀 氏 工学博士
所属：国立研究開発法人 産業技術総合研

究所
研究戦略企画部次長

プロジェクトマネージャーカーボ
ンニュートラル担当
福島再生可能エネルギー研究所所
長代理[兼務]

古谷 博秀 氏



再エネシステム導入[災害時レジリエント＋平時自家消費]

仙台長町未来共創センター F＆P[仙台市]

仙台長町未来共創センター[仙台市]

2021年仙台市と防災協定締結
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[2021仙台市民間防災拠点施設への再生可能
エネルギー等導入補助活用

]

[再エネ自家消費最大化・強力なBCP機能実現
するトライブリット型V2Xシステム導入事業]
□太陽光発電設備 40.5kw
□蓄電池[再生リチウムイオン]47.1kwh
□V2X充放電器三相30kw×2基
□Ｅ.Ｍ.Ｓ.[Energy Management System]

データ収集・監視・モニター等

事業概要



災害時レジリエント＋平時自家消費

㈱新協地水本社ZEB化等事業概要

㈱新協地水本社[郡山市]

2020年郡山市と防災協定締結
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[2021福島県自家消費型再エネ設備導入補助活用]

□太陽光発電設備 11.3kw
□蓄電池

[再生リチウムイオン]47.1kwh
□V2X充放電器三相21kw×2基
□Ｅ.Ｍ.Ｓ.[Energy Management 

System]データ収集・監視・モニター等

事業概要 [2019環境省二酸化炭素排出削減補助金活用]

□施設概要:木造2階419.38㎡CLT使用
□太陽光発電設備 27.45kw
□蓄電池:9.8kwh×３基(29.4kwh)
□地中熱源対応水冷式システム

[冷房28.0kwh/暖房31.5kwh]
□ボアホール型地中熱交換器100m×６
□Ｅ.Ｍ.Ｓ.[Energy Management 

System] データ収集・監視・
モニター等

東北初の「ZEB」を実現した新社屋 地中熱による省エネ等107％削減



災害時レジリエント＋平時自家消費

福島ミドリ安全㈱再エネシステム導入Pro.概要

福島ミドリ安全㈱いわき支店[いわき市]
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[2021福島県自家消費型再エネ設備導入補助活用]

安全・環境体験学習＋地域交流オフィス兼防災倉庫

１災害・労災を体感できるRiMM VR災害体感危険
感受性向上システム

２ZEBエネルギー消費量113％削減
□施設概要：事務所兼防災倉庫[549.98㎡]
□太陽光発電設備 31.2kw
□蓄電池[再生リチウムイオン]47.1kwh
□V2X充放電器三相30kw×3基
□Ｅ.Ｍ.Ｓ.[Energy Management System]
データ収集・監視・モニ ター等

事業概要

2023年いわき市と防災協定締結

VR災害体験システム概要



災害時レジリエント＋平時自家消費

おとぎの宿米屋 熱＆電気 自立システム概要

V2X充放電器10kwh×3基

[2020福島県自家消費型再エネ設備導入補助等活用

□太陽光発電設備 42.5kw
□蓄電池 [再生リチウムイオン電池] 31.4kwh
□V2X充放電器 三相10kw×３基
□Ｅ.Ｍ.Ｓ.[Energy Management System]

データ収集・監視・モニター等
□温泉排湯対応型水冷式ヒートポンプ：60HP
□災害時自立電源により「音戯の森」への電力供給

システム概要

太陽光発電設備42.5kw
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- メモ -
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地球にやさしい取り組みを

みなさんとともに

大熊町ゼロカーボン推進課
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